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田
中
養
正
舎
の
教
員
に

　

永
井
東
陵
は
、
文ぶ

ん
せ
い政

五
年

（
一
八
二
二
）、
大
坂
城
破は

損そ
ん

奉

行
永
井
廉
八
郎
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
名
は
醇

じ
ゅ
ん、

東

陵
と
号
し
ま
し
た
。
幼
少
の
頃

か
ら
読
書
に
励
み
、
書
物
は
一

度
目
を
通
せ
ば
忘
れ
な
か
っ

た
、
と
い
い
ま
す
。
江
戸
幕
府

そ
こ
知
り

志
太物

語
直ち

ょ
っ
か
つ

轄
の
昌し

ょ
う
へ
い
ざ
か

平
坂
学
問
所
卒
業

後
教
授
と
な
り
、
将
軍
に
漢
学

を
進し

ん
こ
う講
し
ま
し
た
。
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
徳
川
家
達
と
と

も
に
駿
府
へ
移
り
、
明
治
三
年
、

先
祖
の
出
身
地
で
も
あ
る
藤
枝

市
・
田
中
養
正
舎
の
教
員
と
な
り
、

私
塾
育い

く
え
い
し
ゃ

英
舎
を
開
き
ま
し
た
。

私
財
投
じ
育
英
学
校
設
立

　

明
治
三
十
四
年
、
高
等
小
学

校
卒
業
後
、
向こ

う
が
く学

の
志
を
持
ち

な
が
ら
、
近
く
に
学
校
が
無
か

私
財
投
じ
私
立
育
英
学
校
設
立

慶
應
義
塾
に
も
匹
敵
す
る
教
育

後
に
国
会
議
員
と
な
る
山
口
忠

五
郎
氏
や
岡
野
繁
蔵
氏
、
学
習

院
の
修
身
教
育
の
権
威
、
川
島

次
郎
氏
等
を
輩
出
し
ま
し
た
。

東
陵
は
、
そ
の
後
も
維
持
経
営

に
私
財
を
投
じ
続
け
ま
し
た
。

志
太
郡
最
初
の
女
学
校
も
設
立

　

さ
ら
に
明
治
四
十
一
年
に

は
、
駿
陽
女
学
校
を
西
益
津
に

設
立
、 

女
子
教
育
に
力
を
入
れ

た
の
で
す
。
こ
れ
も
志
太
郡
最

初
の
女
学
校
で
し
た
。
東
陵
は
、

育
英
学
校
を
、
中
学
校
組
織
に

改
め
、
そ
の
内
容
の
充
実
を
図

ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
実

現
を
見
る
こ
と
な
く
、
明
治

四
十
二
年
八
十
八
才
で
亡
く
な

り
、
洞と

う
う
ん
じ

雲
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
校
は
、
そ
の
後
経
営
困
難

に
陥
り
、
四
十
四
年
に
駿
陽
女

学
校
が
、
翌
四
十
五
年
に
は
、

育
英
学
校
が
廃
校
と
な
り
ま
し

た
。
育
英
学
校
の
教
育
は
、
福

沢
諭
吉
の
慶
應
義
塾
に
も
匹
敵

す
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

田
中
神
社
隣
の
育
英
学
校
跡
に

は
案
内
板
が
、
そ
の
隣
の
観
音

山
に
は
、
東
陵
先
生
頌し

ょ
う
と
く
ひ

徳
碑
が

建
っ
て
い
ま
す
。（
小
嶋
良
之
）

【
藤
枝
市
郷
土
博
物
館
写
真
提
供
】

っ
た
た
め
、
学
問
を
あ
き
ら
め

る
者
が
多
い
の
で
、
こ
う
し

た
子
弟
を
救
済
教
育
し
よ
う
と
、

観
音
山
の
私
塾
を
拡
張
し
、
私

財
を
投
じ
て
西
欧
の
学
問
を
取

り
入
れ
た
私
立
育
英
学
校
を
開

校
し
ま
し
た
。
当
時
、
近
隣
の

多
く
の
向
学
の
青
年
が
競
っ
て

学
び
ま
し
た
。
東
陵
は
、
養
子

の
永
井
俊
と
と
も
に
学
校
の
経

営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
、
千
名
を
超
え
、

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

京
丸
の
う
な
ぎ
ボ
ー
ン

志
太
新
名
物
探
訪

私
学
の
先
駆
者 

永
井
東と

う

陵り

ょ

う

オ
ー
プ
ン
二
か
月
余
で
す
ね

　

二
月
十
六
日
に
プ
レ
オ
ー

プ
ン
し
て
、
三
月
三
日
に
正

式
に
開
館
な
の
で
、
二
カ
月
余

経
ち
ま
し
た
。
お
陰
様
で
多
く

の
皆
様
に
ご
利
用
頂
い
て
い
ま

す
。
全
国
に
は
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
が
七
百
以
上
あ
り
、
静
岡

で
は
九
番
目
の
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
で
す
。
現
在
、
週
に
百
人

ほ
ど
の
来
場
者
が
あ
り
、
貸
出

登
録
者
は
九
十
人
、
蔵
書
は
、

千
七
百
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
仕
組
み
な
ん
で
す
か

　

ま
ず
は
、
本
の
貸
出
し
が
基

本
で
、
初
回
登
録
料
三
百
円
が

必
要
で
す
。
こ
の
図
書
館
に
は

「
一
箱
本
棚
オ
ー
ナ
ー
制
度
」

が
あ
り
、
月
二
千
円
で
自
分
の

好
き
な
本
を
置
き
、
貸
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
オ
ー
ナ

ー
さ
ん
た
ち
が
、
運
営
の
土
台

と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、

市
民
講
座
で
す
。
誰
も
が
先

生
、
誰
も
が
生
徒
に
な
れ
る
市

民
大
学
を
開
催
予
定
で
す
。
三

つ
目
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。
一
角
が
火
・
水
・
木

曜
日
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
、
土

曜
日
お
茶
Ｂ
Ａ
Ｒ
と
な
っ
て
い

て
、
将
来
、
出
店
を
目
指
す
方

の
実
験
店
舗
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
さ
ん
か
く
」
の
由
来
は
？

　

誰
か
が
誰
か
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
消
費
す
る
の
で
は
な

く
て
、
こ
こ
に
来
た
人
た
ち
誰

も
が
こ
の
場
所
の
主
人
公
と
し

て
参
画
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意

味
の
名
称
で
す
。
そ
し
て
こ
の

図
書
館
だ
け
で
な
く
、
商
店
街

や
ま
ち
に
参
画
し
て
い
く
拠
点

と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　

近
日
中
に
焼
津
谷
島
屋
さ
ん

の
コ
ー
ナ
ー
が
出
来
、
書
籍
の

注
文
や
販
売
も
こ
こ
で
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
、
留
守

番
で
お
手
伝
い
頂
い
て
い
る
一

箱
本
棚
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
た
ち
を

増
や
し
て
常
時
開
館
に
す
る
こ

と
と
、
現
在
、
コ
ロ
ナ
で
中
止

し
て
い
る
こ
こ
で
の
市
民
講
座

を
定
期
開
催
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様

の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

栄
町
三
︱
三
︱
三
三

私
設
図
書
館「
さ
ん
か
く
」開
設

三
月
三
日
焼
津
駅
前
通
り
商
店
街
に

土ど

肥ひ  

潤
也

一
般
社
団
法
人
ト
リ
ナ
ス
代
表
理
事

（
焼
津
市
在
住
）

▶
東
陵
先
生
頌
徳
碑

▶
洞
雲
寺･

永
井
東
陵
の
墓

▲学校跡に立つ案内板

▲私立育英学校

▲育英学校創立十周年紀年誌

•

桜
の
名
所
め
ぐ
り 

31

•

終
活
の
ス
ス
メ 

17

•

焼
津
め
し 

              

　
　 

16

•

毘
沙
門
天
堂
の
あ
る
阿
弥
陀
寺 

11

•

し
だ
の
お
い
し
い
ご
ち
そ
う
レ
シ
ピ 

7

•

ま
ち
の
達
人 

／ 

原
田 

和
正 

5

•

地
元
の
事
件
簿 

4

•

チ
ー
ズ
を
使
っ
た
料
理
特
集 

3

•

バ
ト
ン
リ
レ
ー
志
太 

／ 

西
野 

真 

2

•

藤
枝
シ
ネ
・
プ
レ
ー
ゴ
映
画
情
報 

2

•

笑
福
の
湯
・
蓬
莱
の
湯 

2

•

ま
と
め
て
読
者
コ
ー
ナ
ー 

2

•

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
特
集 

10

•

Ｇ
Ｗ
の
催
事
・
見
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト 

６

•

お
得
な
、
個
室
の
あ
る
ラ
ン
チ
の
店 

４

•

史
跡
文
化
施
設
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス 

４

•

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
公
園
特
集 

３

•

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
の
場
所 

３

•

焼
津
め
し
２ 

２

•

志
太
の
蕎
麦
屋 

２

•

女
性
の
集
え
る
店 

２

•

志
太
地
区
の
四
季
の
自
然 

 

２

•

２
〜
３
時
間
で
歩
け
る
散
歩
コ
ー
ス 

２

•

公
園
・
プ
ー
ル
等
お
ス
ス
メ
ス
ポ
ッ
ト 

２

•

志
太
の
城
・
武
将 

２

•

相
続
、
古
物
引
取
等
・
終
活
の
ス
ス
メ 

２

•

健
康
維
持
の
秘
訣 

２

ま
と
め
て
読
者
コ
ー
ナ
ー

ま
と
め
て
読
者
コ
ー
ナ
ー

４
月
号
の
皆
様
か
ら
の

声
の
ま
と
め
で
す
。

・
桜
の
名
所
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
場
所
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
楽
し
み
に
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
♪

・
し
だ
の
お
い
し
い
ご
ち
そ
う
レ
シ
ピ
お
弁

●
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
も
の

●
４
月
号
で
参
考
に
な
っ
た
記
事

●
ご
意
見
・
ご
感
想

当
の
お
か
ず
に
ぴ
っ
た
り
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
ど
う
し
て
も
似
た
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
、
と
て
も
助
か

り
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
い
っ
て
頂
け
る

と
良
い
で
す
。

・
毎
号
む
る
ぶ
が
届
く
度
、
わ
く
わ
く
楽
し

く
読
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

・
い
つ
も
終
活
の
ス
ス
メ
を
楽
し
み
に
読
ん

で
い
ま
す
。
ま
と
め
て
本
に
し
て
頂
く
と
嬉

し
い
で
す
。

・
い
つ
も
ぎ
っ
し
り
詰
め
込
ま
れ
た
内
容
に

満
足
し
て
い
ま
す
。
人
気
の
本
の
紹
介
も
気

に
入
っ
て
い
ま
す
。

・
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ…

…

気
分
が
め
い
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
情
報
誌
で
又
、
出
掛
け

た
つ
も
り
に
な
り
ま
し
た
。

・
志
太
そ
こ
知
り
物
語…

…

住
ん
で
い
な
が

ら
地
元
の
こ
と
を
何
も
知
ら
ず
、
歴
史
・
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
知
る
と
愛
着
が
湧
い
て
き
ま

す
。

・
終
活
の
ス
ス
メ
は
、
他
で
も
興
味
が
あ
り

話
を
聞
き
に
行
き
ま
す
が
、
実
際
に
金
銭
の

話
を
持
ち
出
す
の
は
、
な
か
な
か
難
し
く
、

お
金
の
事
は
年
老
い
て
く
る
と
、
執
着
が
強

く
、
け
ん
か
に
も 

な
り
う
る
事
で
す
。
ど

う
対
処
し
た
ら
い
い
の
か
？
引
き
続
き
教
え

て
ほ
し
い
で
す
。

・
ま
と
め
て
読
者
コ
ー
ナ
ー
は
、
皆
さ
ん
の

声
を
読
ん
で 

う
ん
う
ん
と
う
な
ず
き
ま
し

た
。
常
時
、
載
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。

・
今
号
は
本
屋
の
イ
チ
押
し
が
あ
っ
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
！
参
考
に
し
た
い
で
す
。

・
予
定
表
が
役
立
っ
て
ま
す
。
冷
蔵
庫
に
は

り
一
ヶ
月
の
予
定
が
一
目
で
わ
か
り
助
か
っ

て
い
す
。

・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
外
に
出
る
機

会
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
、
新
聞
や
む
る
ぶ

の
記
事
を
読
む
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

藤
枝
市
高
洲
に
あ
る

京
丸
の
う
な
ぎ
ボ
ー
ン

は
、
鰻
弁
当
を
販
売
し

て
い
た
昭
和
四
十
八
年
、

廃
棄
す
る
し
か
な
い
鰻

の
骨
を
何
と
か
活
用
で

き
な
い
か
と
試
行
錯
誤

を
重
ね
た
末
、
誕
生
し

た
も
の
で
す
。
五
十
二

年
に
は
製
法
特
許
を
取

得
、
昭
和
六
十
年
に
は
「
第

二
十
五
回
静
岡
県
優
秀
発
明
考

案
者
表
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

　

う
な
ぎ
ボ
ー
ン
は
現
在
、
五

種
類
あ
り
、
元
祖
う
な
ぎ
ボ
ー

ン
は
「
辛
し
付
」。
一
番
人
気

の
「
醤
油
味
」
の
他
に
「
塩
味
」

「
わ
さ
び
味
」「
甘
口
ご
ま
風
味
」

が
あ
り
ま
す
。
二
十
六
ｇ
入

り
、
税
込
み
二
百
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
京

丸
ま
で
。
六
三
五—

三
一
六
六
。
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むるぶの広告のご案内

共立アイコム 054-635-4651
藤枝オリコミピーアール 054-641-2140

　むるぶでは、広告をお手軽な価格でご提供しています。たとえば、この
広告枠は、3段１／２の大きさで、広告料金は54,０００円となっています。
その他の料金は以下の通りです。制作費は別途です。

詳細は、むるぶのホームページの左側にある「むるぶ広告媒体資料」をク
リックしてご覧ください。お申し込みは、藤枝オリコミピーアール、または
共立アイコムにご相談ください。

２段１／２ 42,000円 ３段 96,000円

２段 72,000円 ３段（１面） 115,000円

２段（８面） 86,000円 全面（10月号） 240,000円

３段１／２ 54,000円 7面（インフォメーション） 12,000円

２５日から５月６日まで臨時休館です

岡部北部文化財めぐり
2019 年 2 月号から始まった地域の文化財シリーズ第 3弾は、岡部北部の文化財です。今回は、岡
部地区にある個人蔵を除く14の文化財をご紹介します。また、無形文化財ついては保村会に属す
る朝比奈大龍勢のみとし、個人に属する手揉製茶技術は割愛させて頂きました。
（資料提供並びに十石坂観音堂厨子写真提供 / 藤枝市郷土博物館）
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交流センター
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和
田
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木
和
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宇津ノ谷
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万年寺のカヤ万年寺のカヤ

明治
宇津ノ谷隧道
明治
宇津ノ谷隧道

東海道
宇津ノ谷峠越
東海道
宇津ノ谷峠越

つたの細道つたの細道
ひげ題目碑ひげ題目碑

羅径記碑羅径記碑 木和田川
砂防堰堤・流路工
木和田川
砂防堰堤・流路工

梅林院木喰上人
作子安観音菩薩像
梅林院木喰上人
作子安観音菩薩像

-1-1

梅林院木喰上人
作薬師如来像
梅林院木喰上人
作薬師如来像

-2-2

十石坂観音堂十石坂観音堂-1-1

十石坂観音堂厨子十石坂観音堂厨子-2-2

朝比奈大龍勢朝比奈大龍勢

大井神社のスギ大井神社のスギ

大井神社のスギ①
海抜380mの山腹に建つ大
井神社本殿の脇にそびえてい
ます。棟

むなふだ

札写しには、神社
の再建が応

おうにん

仁元年（1467）
にされた記録があります。根
廻8m 、樹高28m 枝張は東
西南北25mです。

（岡部町青
あお

羽
は

根
ね

）

梅林院木喰上人作薬師如来像④-2

用材の木目などからみて、子
安観音像と同一の木から彫
り出されたものです。同日に
作られたためかやや荒い作り
です。頭部とまゆの墨

ぼくさい

彩が
薬
や く こ

壷に比べて濃く、近代に
塗られたと思われます。（岡
部町桂島/梅林院）

木
き

和
わ

田
だ

川
が わ

砂
さ

防
ぼ う

堰
え ん

堤
て い

・流
りゅう

路
ろ

工
こ う

⑩
明治43年の豪雨による山腹
崩壊を契機に、県が建設し
た石積砂防堰堤群です。一
号から八号堰堤まで配置され

「兜
かぶと

堰堤」とも呼ばれていま
す。また、雨水の流路を確
保するための流路工も整備さ
れています。

朝
あ さ

比
ひ

奈
な

大
お お

龍
りゅうせい

勢③
六社神社の秋の例祭で奉納
される花火の一種です。朝
比奈川流域の7つの地区に
ある13の「連

れん

」と呼ばれるグ
ループにより龍勢がつくられ、
献
けんぱつ

発されています。現在は2
年毎に10月の例祭で奉納さ
れています。（岡部町殿

との

）

つたの細道⑥
宇津ノ谷は平安時代の『伊
勢物語』に蔦

つた

の生い茂る山
道として記されてから歌

うたまくら

枕と
して知られています。蔦の細
道という呼称は、鎌倉時代の

「東
と う か ん き こ う

関紀行」に登場しますが、
一般化するのは江戸時代に
入ってからです。

十石坂観音堂厨
ず し

子⑪-2

堂内に2基の厨子があり、大型の厨子は宮殿風の造
り。入

い り も や

母屋造りの柿
こけらぶ

葺きで、彩色が施され、内部に
は西行法師の千手
観音菩薩像が安置さ
れていました。小型
厨子は宝

ほうぎょう

形造りで西
行坐像が安置されて
いました。

万年寺のカヤ②
朝比奈川を挟んだ玉露の里
の対岸、万年寺境内にそびえ
ています。根元から少し上で
幹は二つに分かれ、傷みはあ
りますが樹勢は盛んです。根
廻8m、樹高30m、枝 張は
東西30m・南北25mです。

（岡部町新
にゅうふね

舟）

東海道宇
う

津
つ

ノ
の

谷
や

峠
とうげごえ

越⑤
「東海道宇津ノ谷峠越」は
藤枝市岡部町と静岡市の境
に位置し、天

てんしょう

正18年（1590） 
豊臣秀吉が小田原攻めの際
に、大軍の行

こうぐん

軍のため拡幅
整備したとされ、江戸時代
に多くの人馬が往来する幹線
道路となりました。

十
じっこくざか

石坂観音堂⑪-1

西
さいぎょうほうし

行法師ゆかりのお堂として
知られる小堂です。総桧造り
の瓦

かわらぶ

葺きで外
がいじん

陣の格
ごうてんじょう

天井に
は極彩色の花鳥図が描かれ
ています。建築年代は江戸
時代後期で、廃寺となった西
行山西林寺境内の一堂でし
た。（岡部町岡部）

梅林院木
もく

喰
じき

上
しょうにん

人作子
こ

安
やす

観音菩薩像④-1

背面の墨
ぼくしょ

書には「子安地蔵
大菩薩」とありますが、書
かれている梵

ぼ ん じ

字と頭髪の表
現は観音像です。同じ桂

かつらしま

島
地内の神

じんぎょじ

入寺にあったものを、
廃寺により梅林院に移したと
伝えられています。（岡部町
桂島/梅林院）

ひげ題
だ い も く

目碑⑦
碑には、日蓮宗に特徴的な
漢字のはらいを長く書き、跳
ね上げるような書体で記した

「南
なむみょうほうれんげきょう

無妙法蓮華経」の題目
が刻まれています。発起人は
備前の国(岡山県)木綿屋門
平で天

てんぽう

保6年 （1835）に再
興されたものです。

河
こ う

野
の

蓀
そ ん

園
え ん

碑
ひ

文
ぶ ん

⑫
蓀園は漢学者として知られ
た岡部宿の旅

は た ご

籠の主人です。
江戸時代後半に『駿

す る が

河地
ち し

誌』
の発行が計画され、志太・
益
ま し ず

津両郡の担当として協力し
ましたが、調査中に亡くなっ
たため、碑が建てられました。

（十石坂観音堂隣）

明治宇津ノ谷隧
ず い ど う

道⑧
明治9年に完成のトンネルは、
明治時代では日本で2番目、
また、日本で最初の有料トン
ネルです。しかし、途中で曲
がっていたため、明治37年
にまっすぐに改修されて、現
在の明治第二トンネルとなり
ました。

蘿
ら

径
け い

記碑⑨
蘿は蔦、径は小道を表わしま
す。文

ぶんせい

政13年（1830）駿府
代官で歌人の羽

は く ら か ん ど う

倉簡堂が文
学的価値の高い蔦の細道が
廃道になっているのを嘆

なげ

いて
建立しました。2度の移転を
経て、現在地にあります。（坂
下地蔵堂裏）
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編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，行ってみたい岡部北部文化財は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 槇の根 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　5月5日㊋
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

永井東陵設立の学校名は？

　私立〇〇〇〇（4文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼントしま
す。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

コロナショックが随分身近なものになってきました。知
り合いが入院中の病院は家族も面会謝絶。むるぶで紹
介したお店も休業のところが増えています。閉店を決め
たお店も出てきました。むるぶの広告も幾つかキャンセ
ルに。まだまだ忍耐の日々が続きそうです。こういう時
だからこそできることを見つけましょう。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目17-23（共立アイコム内）

もございます。もございます。

営業時間／AM7:00～PM6:30　定休日／日曜日・祝日
駐車場／隣に4台分ございます。

ほんまち薬局
藤枝市藤枝5-6-35  千歳商店街

☎054-644-5829

6本入 9,300円（税抜） 12本入17,000円（税抜）

ホームページもごらん下さい。
http://honnmachi.com/http://honnmachi.com/

治りにくい口内炎・くりかえす口内炎
口がべたつく・口臭

治りにくい口内炎・くりかえす口内炎
口がべたつく・口臭

クマザサ濃縮液クマザサ濃縮液
国産（信州）自生の国産（信州）自生の

1本入 1,800円（税抜）（約一週間分）（約一週間分）

旧国道1号線

旧道

杉本モータース
●●市役所南館

●
高
木
種
苗
店

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店

まずは、一週間お試しください。まずは、一週間お試しください。

3本入 5,000円5,000円（税抜）
お得なお得な

新しい布製電飾看板誕生!
簡単に張替えられる低コストな看板です
　共立アイコムでは、効果的にお客様に情報やイメージ
を伝える方法として、より低コストで自ら張替えができる
布製の電飾看板「ＬＵＦＡＳ」をお勧めしています。
　高精細なデジタルプリントで印刷された画面は、美し
く、バックライトにより色鮮やかな看板に変身します。背
面を必要としないので両面が使えるお得な設計です。
　看板のタイプは、設置場所にあわせて、自立タイプ、
壁面タイプ、吊り下げタイプ、天井タイプと４タイプがあ
り、組み合わせることにより、より効果的な演出が可能
です。店舗、ショールーム、イベント会場、映画館、商業
施設、公共施設など様々に活用できます。



5月の休日緊急医

小児科
・

3日（祝）

5

〈内〉水上内科
クリニック（高柳二）
�634･1200
〈内・小〉入交医院
（大手二）
�641･0135

しまづ整形外科
（高柳二）
�634･0888

4日（祝）

〈内〉鈴木循環器
クリニック（高柳四）
�634･3131
〈内・小〉板倉医院
（田沼四）

�636･0881

高松整形外科
（岡出山三）
�643･2378

〈内・小〉柴田医院
（藤枝四）
�641･0127

5日（祝）

〈内・小〉横山消化器
内科（焼津市下小杉）
�622･0045
〈小〉小林小児科
（前島一）
�635･2620

いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

〈内〉いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

6日（休）

〈内・小〉みやはら内科
クリニック（小石川町一）
�647･5670
〈内〉すみや脳神経
クリニック（本町二）
�647･5511

花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

〈内〉花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

10日（日）

〈小〉小石川町小児科・
アレルギー科・皮ふ科
クリニック（小石川町一）
�644･8800

〈内〉青島北クリニック
（瀬古二）
�647･7707

はまべ整形外科
（上藪田）

�648･1500

〈内・小〉にわ医院
（藤岡一）
�645･2800

17日（日）

〈内〉吉田クリニック
（大洲四）
�634･0006
〈内〉山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

〈内・小〉藤岡クリニック
（藤岡二）
�641･6288

24日（日）

〈内〉サニーメディカル
クリニック（駅前二）
�641･2052
〈小〉田熊こども
クリニック（瀬古二）
�647･5225

秋山医院
（本町三）
�641･6175

〈内〉井澤内科クリニック
（本町二）
�644･5566

31日（日）

〈内〉岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311
〈内・小〉三倉医院
（五十海四）
�644･1235

杉田整形外科
（瀬戸新屋）
�645･8880

3日（祝）

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000

スマート・デンタル・
オフィス（音羽町二）
�644･0264

4日（祝）

吉田耳鼻咽喉科医院
（焼津市下小田）
�623･1187
〈産・婦〉いしかわレディース

クリニック（平島）
�643･0311
ホワイト歯科

クリニック（築地）
�644･8148

5日（祝）

まつなが耳鼻咽喉科
クリニック（駅前二）
�645･3387

藤枝眼科クリニック
（青木二）
�647･7770

いのくま歯科・
矯正歯科（青木二）
�646･5618

6日（休）

八楠耳鼻咽喉科
（焼津市八楠四）
�629･5566

時ケ谷歯科クリニック
（時ケ谷）

�644･9300

10日（日）

あまの耳鼻咽喉科
クリニック（田中三）
�646･3313
〈泌・皮〉おだクリニック
（上藪田）

�648･1234
ふたば歯科医院
（瀬戸新屋）
�643･6116

17日（日）

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）
�621･5888

若林歯科医院
（水上）

�644･4646

24日（日）

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687
〈精・心〉すだ医院
（築地）

�646･8811

志太眼科
（益津）

�645･5511

ふくだ歯科医院
（青葉町三）
�637･1101

31日（日）

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805

にしかわ歯科医院
（高柳二）
�637･0755


